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淀江平野の地下地質と淀江潟の復元
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　Saburo　Akag12）and　Fuma㎞Iwata3）

Abs虹雛t　The　Ho1ocene　h1story　of　the　Yodoe　p1am　westem　Tottor1Preおcture，has
been　stud1ed缶om　four　new1y＿dr111ed　cores　and　numerous　ex1stmg　cores　The　Ho1ocene

sedments　cons1st　mamIy　of　mud　reachmg1O　m　m　maxmum　thickness，and1nc1ude　K
＿Ah　Tephra（6，300yrs　B　P　）m　the　Iower　pa二血，and　a　d1atomte　bed　m　the　upper

part　A　she11缶agment　from　the　basa1part　of　core　YB94191ves　a14C　of6，885±130

yrs　B　P　Ana1yses　of　so丘　X－ray　photographs，　water－contents，　and　chem1ca1

compos1t1ons　revea1the　env1ronmenta1changes　of　the　Yodoe　P1am　and　the1r　t1mmgs
The　h1story1s　d1v1ded　mto　three　stages1）Embayment　stage　of　the　dawn　Jomon　Per1－

od（about7，OOO　years　ago），2）Coasta11agoon　stage，ear1y　to1ate　Jomon　Period（6，OOO

t・3・OOO？y・班・弓g・．）…d3）Sw・mp・卿Y・y・iP・・i・d（・・…d亭OOO．y・班・・g・）・

The1ast　stage1s　mfe血ed缶om　the　ex1stence　of　the　freshwater　d1atom1te　bed　The

mmed　temp1e（κo舳ツo6o肋卯），w㎞ch　once　ex1sted　on　the　northem　foothi11s　of　the

Yodoe　P1釦n　1s　we11known　as　one　of　the　o1d　pamted　temp1es1n　Japan（about1，300

years　ago）It　has　been　w1de1y　accepted　by　h1stor1ans　that　the　Yodoe　Lagoon　ex1sted

at　that　tme，and　that並had　been　used　as　an　ocea卜gomg　poれ　Th1s　v1ew　camot　be

suppo血ed　血om　the　geo1og1ca1ev1dence，w肚ch　shows　that　the　1agoon　had　been
changed　to　an　enc1o＄ed．Lake　and1ater　to　a　swamp　before　Kofun　Period．

Keyw鮒幽　Yodoe　Lagoon，Ho1ocene，Akahoya　Tephra，d1atom1te，Kam1yodohajj1

は　じ　め　に

　鳥取県淀江町には日本海に北面する小規模な沖積

低地（淀江平野）があり，その周囲には主に縄文時

代から古代までの遺跡が集中的に存在する．淀江町

の遺跡から出土した遺物には上淀廃寺の日本最古級
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2）鳥取大学教育学部地学教室

　Dep鮒ment　of　Earth　Sc1ence，FacutIy　of　Educat1on，

　To肚or1Umvers1ty，4－10－1Koyama－mmam1，Tottor1680，

　Japan

3）鳥取県西伯郡淀江町教育委員会

　Schoo1　board　of　To帆on　Pre免cture　Yodoe　Pub11c

　Office，1129－1N1sh1h班a，Yodoe689－34，Japan

の彩色仏教壁画や本州では唯一の石馬（石製の馬

像）など北九州や大陸文化の影響がみられるものが

多く，他地域との交流が行われていたと推定されて

いる．その中心となったのが淀江平野にかつて存在

した潟湖（淀江潟）で，天然の港として機能したと

考えられている（たとえば淀江町教育委員会，1992

編）．中村ほか（1994）は淀江平野のボーリングコア

について検討し，縄文海進期に淀江潟が存在したこ

と，淀江潟の終焉期に珪藻土層が形成されたことを

確認した。これを機に茅淀江町，島根大学，鳥取大

学の共同によって淀江潟の古地理復元のためのボー

リング調査が行われ，1994年に2本，1995年に3本

のボーリングコアを採取した．これらについて検討

した結果とさきに報告した資料から淀江平野の地下

地質を記述し，あわせて淀江潟の形成史について述

べる．
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（中村ほか，1994）。平野の東には扇状地，南には

段丘が発達する。扇状地と段丘はおもに大山火山起

源の石英安山岩礫と火山灰で構成される。大山火山

は1．8万年前頃まで火山灰噴出を伴う火山活動を

行っていた第四紀後期の火山である．平野の西には

壷瓶山（113m）が沖積低地と接する。平野の南の段

丘から流れる宇田川と孝霊山から流れる天井川が平

野で合流して流れる．平野の周囲には湧水地が多く

存在する。

ボーリング試料の検討

　　図1．調査地域位置。

囲った部分は第2図の範囲を示す．

　　　亙晦且Jndex　map．

図2淀江平野の地形とボーリング位置
　　黒丸は今回のボーリング位置，白丸は既存のボー

　リング位置を示す．

F晦ムGeomo叩ho1ogy　of　the　Yodoe　P1am　and　dnnmg

　　　s1tes　So11d　c1rcIe　Dn11mgs　by　the　Yodoe

　　　Pub1ic　Office的r　the　present　study，Sma11open

　　　c1rc1e　Prev1ous　dn11cores　by　the　Mm1stry　of

　　　Constmct1on，A＿A’and．B＿B’geo1og1c　sect1ons

淀江平野と周辺の地形1地質の概要

　淀江平野は大山火山の側火山である孝霊山（751

m）の西麓に位置する（図1）。日本海に北面し，平

野の北部には砂州列が発達する．砂州列は佐陀川，

日野川を挟んで弓ヶ浜砂州に連続する、砂州列の南

側に平坦な沖積低地（三角州）面が広がり，ここに

かつて淀江潟が存在した．沖積低地の地下にはかつ

ての淀江潟の湖底堆積層である軟弱な泥層が分布

し，その厚さは西側ほど厚く，最大10mをこえる．

この泥層にアカホヤ火山灰と珪藻土層が挟まれる

ボーリング位置と方法

　淀江潟の古環境復元のためのボーリング調査は淀

江町によって行われたものである。掘削作業は株式

会社山陰技術コンサルタントによって行われた。

1994年秋に2地点（YB941，YB942），1995年春に3地点

（YB951，YB952，YB953）の5地点でコアが採取され

た（図2）。分析作業はおもに島根大学でおこなった。

　YB941：淀江小学校から東へ150m。水田、標高

1．5m．地表から掘削深度（以下，深さ）9．2mまで

コア採取。地表から深さ7mをシンウォールサンプ

ラーによる不撹乱コアの連続採取。深さ7－9．2mを

ロータリー式サンプラーによるオールコア採取、

YB942：山陰本線淀江駅から南へ200m。水田．標

高1．5m。地表から深さ7．8mまでコア採取。地表か

ら深さ7．8mまでシンウォールサンプラーによる不

撹乱コアの連続採取。

　YB951：宇田川と天井川の合流地点から北へ350

m。水田。標高2．3m．地表から深さ4．5mまでコア

採取。地表から深さ1．Omをロータリー式サンプ

ラーによるオールコア採取，深さ1．O－3．8mをシン

ウォールサンプラーによる不撹乱試料の連続採取。

深さ3．8～4．5mをロータリー式サンプラーによる

オールコア採取。

　YB952：淀江中学校地内。標高5．Om．地表から

深さ22mまでコア採取．地表から深さ22mをロー

タリー式サンプラーによるオールコア採取。

YB953：山陰本線淀江駅の南西300m。畑地。標高

3．5m．地表から深さ9mまでコア採取．地表から

深さ9mをロータリー式サンプラーによるオールコ
ア採取．

ボーリングコアの層序と層相

　淀江平野で採取した5本のボーリングコアの柱状

図を図3に示し，層序と層相を以下に述べる。

YB941：地表から深さO．3mは現在の水田耕作土で

ある。深さO．3－2．Omは暗灰褐色を呈し，腐植を多
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YB953

　　　　図3．ボーリング柱状図．

醐g．3㊧Co1umnar　sect1ons　of　the　dr111ed　cores

く含み，若干砂分を含んだ軟弱な泥層である。深さ

2．O－2．8mは珪藻土層である。色は黄褐色を呈する．

この層準は多量の珪藻殻と腐植からなり，無機砕屑

物からなる泥分は相対的に少ない。珪藻殻に富む部

位と泥分や腐植に富む部位がそれぞれ厚さ20cm以

下で互層する。両者の境界は漸移的である。この珪

藻土層は図2でB－B’として示した位置で米子バイ

パス建設工事にともなって建設省によって行われた

ボーリングでも認められ，淀江平野の標高2m以下

の沖積低地面の地下に厚さ2m未満の地層として面

的に分布することがわかる（中村ほかヲ1994）、深

さ2．8－6．7mは暗灰褐色の軟弱な泥層である。この

泥層の深さ5．7mに後述のようにアカホヤ火山灰が

挟まれる．また，深さ4．2mに厚さ3cmの砂層，深

さ4．8m，5．1m，5．4mにそれぞれ厚さ2－1cmの灰色の

泥からなるバンドが挟まれる。泥層最下部の深さ

6．6－6．7mは砂分を若干含み，貝化石，有孔虫化石

が含まれる、貝化石は大部分が小片で，合弁のイタ

ボガキ1個体がほぼ完全な形で含まれる。有孔虫化

石はA肋榊0肋加㏄0〃，肋0肋醐肋0伽〃が優先す

る。泥層の他の層準には貝化石，有孔虫化石は含ま

れない．深さ6．7－9．4mは礫層である。礫は直径5cm

以下の円礫～亜円礫の石英安山岩からなり，基質は

泥である、小片状の貝化石を含み，礫にはフジツボ

が付着した痕跡のあるものが含まれている。

　YB942：地表から深さO．2mは現在の水田耕作土

である。深さO．2～1．6mは暗灰褐色を呈し，腐植を

多く含み，若干砂分を含んだ軟弱な泥層である。深
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さ1．6－2．Omは珪藻土層である．色は黄褐色を呈す

る。この層準は多量の珪藻殻と腐植からなり至無機

砕屑物からなる泥分は相対的に少ない。珪藻殻に富

む部位と泥分や腐植に富む部位がそれぞれ厚さ20

Cm以下で互層する。両者の境界は漸移的である。

深さ2．O－2．7mは茶褐色を呈する泥層で，珪藻土層

に似た層相であるが若干泥分が多く含まれる．深さ

2．7～5．9mは暗灰褐色の軟弱な泥層である邊この泥

層の深さ4．7mに後述のようにアカホヤ火山灰が挟

まれる。深さ5．9－7．6mは褐灰色の砂質泥層である。

深さ7．6－7．Omは火山灰質のよく締った泥層であ

る。上部は黒褐色で下方へ漸移的に色が明るくな

り，古土壌とみられる。この層準は固結度と層相か

ら更新統とみられる．

　YB951：地表から深さO．2mは現在の水田耕作土

である。深さO．2－1．2mは暗褐灰色のやや締った砂

質泥層である。深さ1．2－2．5mは暗黄褐色で，腐植

を多量に含む軟弱な泥層である。深さ2．5－2．7mは

褐灰色の軟弱な砂質泥層である。深さ2．7－4．2mは

火山灰質でよく締った泥層である，深さ4．2～4．4m

は礫層である。深さ2．7m以深は固結度と層相から

更新統とみられる。

　YB952：地表から深さ3．5mは暗黄色の砂層であ

る。中粒砂を主体とし，深さ1．2m，3．2mに直径5cm

以下の円礫を含む．深さ3．5－4．5mは砂礫層である。

直径5cm以下の円礫～亜円礫と粗粒砂からなる。

深さ4．5－5．Omは黒色の砂層である。中粒砂を主体

とする。深さ5．O－7．Omは礫層である。直径5cm以

下の円礫～亜円礫を主体とする。深さ70－105mは

黒褐色の砂層である。粗粒砂を主体とする。深さ

1O．5－18．5mは軟弱な泥層で，深さ15．5mを境に上

下で若干層相が異なる。深さ105－155mは暗青灰～

暗褐灰色を呈し，厚さ30cm未満の砂～泥質砂層が

挟まれる。貝化石片が含まれる。深さ12．8mに後

述のようにアカホヤ火山灰が挟まれる。深さ15．5－

18．5mは褐～黒褐色を呈し，貝化石は含まない．

YB953：地表から深さ2．2mは黄褐色の砂層であ

る。中～細粒砂を主体とし，深さO．4m，1．Om，2．2m

に直径5cm以下の円礫を含む。深さ2．2－4．4mは砂

質泥層である。深さ4．4－7．7mは暗灰褐色の泥層で

ある。深さ7．7－8．4mは礫層である。直径5cm以下

の円礫～亜円礫を主体とする．深さ8，4m以深は火

山灰質でよく締った泥層である。深さ8．4m以深は

固結度から更新統とみられる．

ボーリングコア中のアカホヤ火山灰層

アカホヤ火山灰は縄文海進の高頂期に降灰した広
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　　　　表1火山カラスの化学組成　アカホヤ火山灰既知試料の化学組成は町田　新井（1992）による

丁幽且紀L　Chemca1compos1t1on　of　vo1camc　g1ass　of　the　ash－beds　m　YB941and　YB942，and　that　of　K－Ah　Tephra

匿1PMA YB9酬 YB9卑2 K－Ah
榊e盆師 mleaH mea胴

Wt％ 蘭＝H σ（n－1） n＝て0 σ（n－1） 胴＝叩8 σ（n－1）

S1◎2 75．23 0．52 74．44 1．45 74I57 0．78

T1⑪2 0．48 0．06 0．46 O．10 0．55 0．06

A12◎3 12．63 0．13 12．75 O．44 13．07 0．29
Fe◎猪 2．54 0．08 2．61 0．22 2．53 0．21

M胴◎ 0－08 0，03 0．04 O．01 0．09 O．03

晦⑪ 0．46 0．03 0．51 O．06 0．47 0．07

Ca◎ 1．93 O．04 2．11 O．24 2，13 0．19
閥a2◎ 4．07 0．74 4，46 0．15 3．53 0．28

K2◎ 2．54 O．19 2．54 0．10 2－83 0．12
丁◎竜al 100．00 100．00 100．00

A吹釧 6．61 7．00 6．41

域火山灰で，完新統層序を検討する上で有効な鍵層

である。淀江平野では中村ほか（1994）が平野下の完

新統泥層に挟まれるアカホヤ火山灰を報告してい

る。今回行われたボーリングではYB941，YB942，YB

952の3本でガラス質細粒火山灰層が泥層に挟まれて

いるのが確認された。これらの火山灰はいずれも細

粒砂サイズの粒子からなり，大部分が火山ガラスか

らなる。火山ガラスの形態は多量のバブル型と少量

の筋状に発泡した軽石型である。斑晶鉱物はシソ輝

石ヲ普通輝石がごく少量含まれる．また，YBg41，

YB942の火山灰層に含まれる火山ガラスの化学組

成を島根大学汽水域研究センターのIEOL8800M
型EPMAを用いて分析した（表1）。以上のYB941，

Y1B942，YB952の火山灰層の鉱物組成，火山ガラス

の形態は町田・新井（1978）のアカホヤ火山灰の特徴

と一致しラまた，YB941，YB942の火山灰層に含ま

れる火山ガラスの化学組成は町田。新井（1992）に示

されたアカホヤ既知試料中の火山ガラスの化学組成

とよく似る．したがって，これらの火山灰層はアカ

ホヤに対比できる．それぞれの火山灰層の産状と特

徴を以下に記載する。

YB941：深さ5．7m（標高一4．2m）に，厚さ1．3cm

の層状に挟まれる。細粒砂サイズの粒子からなり，

多量のバブル型火山ガラスと少量の筋状に発泡した

軽石型火山ガラスおよび微量の斑晶鉱物を含む。斑

晶鉱物はシソ輝石多普通輝石が含まれる。肉厚のバ

ブル型火山ガラスは褐色を帯びるものが多い．

　YlB942：深さ4．7m（標高一3．2m）に，厚さ1cm

以下のパッチ状に挟まれる。細粒砂サイズの粒子か

らなり，多量のバブル型火山ガラスと少量の筋状に

発泡した軽石型火山ガラスおよび微量の斑晶鉱物を

含む。斑晶鉱物はシソ輝石，普通輝石が含まれる、

肉厚のバブル型火山ガラスは褐色を帯びるものが多

い。

　YB952：深さ12．8m（標高一7．8m）に，厚さ1cm

の層状に挟まれる。細粒砂サイズの粒子からなり，

多量のバブル型火山ガラスと少量の筋状に発泡した

軽石型火山ガラスおよび微量の斑晶鉱物を含む。斑

晶鉱物はシソ輝石，普通輝石が含まれる。肉厚のバ

ブル型火山ガラスは褐色を帯びるものが多い。

YB941コア中の員化石の14C年代

　YB941の深さ6．7m（完新統泥層最下部）に含ま

れる貝化石（イタボガキ，合弁1個体）と深さ6．7－6．9

m（礫層上部）に含まれる小片状の貝化石について

14C年代を島根大学汽水域研究センターに依頼して

測定した。分析に供した試料は希塩酸で表面約10％

を除いた後，ベンゼン液体シンチレーション法によ

り計測し茅それぞれ6885±130yrsBP，5450±210yrsBP

の年代が得られた．ただし，δ’3C値による補正は

行っていない。前者の年代は，供試料の貝化石が

含まれる層準より上位に挟まれるアカホヤ火山灰
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YB941
　TOC：深さO．2－2．Omの泥層では上方へ値が高く

なる傾向があり，最上部で最も高く13．8％である。

深さ2．O－2．8mの珪藻土層では4．2－8．1％の高い値を

示す．深さ2．8～6．7mの泥層では最下部の深さ6．6m

以深で1．2－1．3％のやや低く、その他の層準では層

準は2．O－3．1％の範囲で，上方へ向かってわずかに

増加する傾向がみられる。

　TN：深さO．2－2mの泥層では上方へ値が高くなる

傾向があり，最上部では最も高くO．95％である．深

さ2．0－2．8mの珪藻土層では0．49－O．76％の高い値を

示す。深さ2．8m－6．6mの層準は深さ4．3mを境に

して，これより下部ではO，18－O．23％でほぼ一定の

傾向を示し，上部ではO．24－O．41％で上方へ値が高

くなる傾向がある。深さ2．8～6．7mの泥層では最下

部の深さ6．6m以深でO．13－O．14％のやや低い値を示

す。

　C州比：深さ6．6m以深では9前後の低い値で，

これより上位では上方へ値が小さくなり，泥層と珪

藻土層の境界の深さ2．8mで変化が大きくタ値が大

きくなる．

の14C年代との比較から，妥当な値であると判断で

きる。後者の貝化石の年代はこれより上位の前者の

年代より若く，さらに，泥層に挟まれるアカホヤ火

山灰よりも若い。この年代については供分析試料が

小片を集めたものだったため，地下水によって貝表

面が現代炭素へ置換されることによって若返った可

能性がある。

炭素1窒素分析

　堆積物中の有機炭素はおもに動植物プランクトン

や陸上高等植物に由来する。一方，窒素はおもにア

ミノ酸に由来する。一般に陸上高等植物のC／N比

（炭素濃度／窒素濃度）は15以上を示し（例えば

Hedgesαα1．，1986），プランクトンのClN比は5～6

である（Bordoskiy，1965a，b）。以上のことから堆積

物中の炭素。窒素濃度は堆積環境を示す指標とされ

ている。そこでYB941，YB942の泥試料について，

炭素。窒素分析を行った、試料は75℃で24時間乾燥

した後，200メッシュ程度に粉砕し，1N塩酸で炭

酸塩を除去した。これを柳本製作所CHNコーダ
MT－3型で分析し，全有機炭素（TOC）濃度と全窒素

（TN）濃度およびC州比を求めた。その結果を図4に

示し，それぞれのボーリングコアについてのTOC，

YB942
　TOC：深さO．2－2．7mでは4％以上で，珪藻土層の

深さ2．Omで8．5％のピークを示す．深さ2．7－5．9m

では2．3－3．O％の範囲でほぼ一定である。深さ5．9～7．6

mの砂質泥層では深さ6．8mを境にして，これより

下部では3．2～3．6％とやや高く，上部では1．5～1．9％

とやや低い値を示す。

　TN：深さO．2－2．7mではO．5％以上で，珪藻土層の

深さ2．OmでO．71％のピークを示す。深さ2．7－5．9m

では深さ3．7mを境にして，これより下位ではO．23－

O．31％でほぼ一定の傾向を示し，上部ではO．37－O．61

％で上方へ値が大きくなる。深さ5．9－7．6mの砂質

泥層ではO．14＿O．29％である。

　C個比：深さO．2～2．7mではTOCがピークを示

す深さ2．Omで12．Oのピークを示すほかは上方へ値

が大きくなる傾向がある。深さ2．7～5．9mではTN

の傾向が変化する深さ3．7mを境にして，これより

上位では値が小さい。深さ5．9～7．6mの砂質泥層で

は深さ6．8mを境にしてこれより下部では12．3－13．2

と大きく，上部では6．6～9．7で変動する．深さ2．O～5．9

mの泥層では深さ3．7mを境にして，これより下位

で値が大きく，上位で小さい国



64 中村唯史・徳岡隆夫・赤木二郎・岩田文章

B
o
 

~
 
~
~
 

~
 

~
 

~
~
 

~
 
~
 

~
 

t
r
o
a
p
 
<
~
~
 
~
 
*
 
o
'
 

o 
~
~
 
.
/
~
 
S
e
d
i
m
e
n
t
 
l
l
 
_
l
 
~
 

l~ ~ plants B clastics Oplanktonic organic matter Oterrestrial organic matter 

　　　　　図5．珪藻土形成時の環境イメージ．

　潟湖の水深が大きい段階では河川から砕屑物と主に高
等植物起源の炭素が供給され，水中ではプランクトンが

繁殖する．潟湖の埋積が進行し，水生植物や沈水植物が

繁るようになると，河川から運搬された砕屑物などが植

物にトラップされ，相対的に生物起源の物が増大するこ
とで珪藻土層が形成された。

亙晦鼠An1mage　of　the　swamp　at　the　d1atom1te　fommg

　　　Stage．

堆積環境についての検討

　YB941とYB942のTOC，TN，ClN一比を比較する

と，YB941の深さ6．7m以深とYB942の深さ5．9m

以深は層相が異なるために互いに対応させることが

できない。これらの層準は淀江潟の形成初期に陸域

笹L

y　　　y

から水域へ変化する過程の局知的な堆積環境を反映

していると考えられる。これらより上位ではそれぞ

れの傾向がよく対応し，淀江潟の環境変化を反映し

ていると考えられる。以下にそれぞれの対応する層

準について下位から述べる．

　YB941の深さ4．3～6．6m，YB942の深さ3．7～5．9mは

TOC，TNおよびClN比がほぼ一定である。この層

準では陸源有機物供給量とプランクトン生産量のバ

ランスが一定だったと考えられる。

　YB941の深さ2．8～4．3m，YB942の深さ2．7～3．7m

はTOCはほぼ一定であるが，TNが上方へ増加し，

C個比が低くなる。陸源有機物の供給量に対しヲプ

ランクトン生産量が相対的に増加したことを示す，

　YB941の深さ2．O～2．8mラYB942の深さ1．6～2．7mは

TOC，TNとも高い。この層準は珪藻土層またはそれ

に近い層相である。珪藻土層は無機砕屑物の供給量

が相対的に減少したことを示すものであるが，C州

比はやや上昇している。プランクトンのClN’比は

酸化分解によって上昇することが知られているので

（例えばMu11e1．1977），この時期の底質表層は水深

が浅く酸化的であった可能性がある。したがって，

珪藻土層形成時には次のような環境だったと考えら

る。堆積の進行によって浅くなった水域に水生植物

が密に繁り，陸上からの砕屑物の供給が妨げられ

た。そのために堆積速度が遅くなり，堆積物中の珪

藻殻量が相対的に増加した。同時にヲ水生植物が直

接堆積しTOCの起源になった（図5）。建設省によっ

て行われたボーリングでは，珪藻土層を構成する珪藻

は肋8〃o肋　oo〃∫肋η∫が優先しこの種が全珪藻の

半数近くを占める。随伴種はλo伽伽伽8〃舳ガ∬ゴ榊

で，その他に0o㏄o〃θ加ρ1ooθ伽1α，q励θ”αcゴ舳Zα，

y　　　y

迦L

縄文時代早期末
～前期初頭生活面

巨

傘
y

表土（現耕作土）

堕L
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　　　　図7．淀江平野の地下地質断面．

　　　　　　　測線位置は第2図参照．

醐g芭7．Subsu㎡ace　geo1og1c　prof11es　of　the　Yodoe　P1am

　　　A＿A’and　B＿B’are　shown　in　Fig．2．

＼

∴

Cγ010オθ〃α舳η昭ん肋加α，8yηθ加〃η0，舳卿ん加

伽8伽Z舳，肋Z0肋0仰肋加，肋0ρα10伽8肋0，
助伽肋Zθ加助肋θ肋加㎎1あ，肋帥・㎜0γ0伽が
産出する。いずれも淡水生種でCツoZo8θ〃α舳閉g〃舳o

のみが浮遊性種で，他はすべて付着性，または底生

種であることから，珪藻土層形成時の環境は水生植

物が繁るような水深の浅い淡水の沼地が考えられる

　（中村ほか，1994）．

YB941の深さO．2～2．Om，YB942の深さO．2～1．6mは

TOC，TNおよびC／N比とも高く，珪藻土層とよく

似た傾向を示す。珪藻土層が形成された沼地から湿

地へ変化して，水生植物がさらに繁茂し，水域が完

全に消滅する過程を示すと考えられる。

淀江潟周辺の縄文遺跡

　淀江潟はアカホヤ火山灰降灰前後の時期には存在

していた。その時期の遺跡として渡り上り遺跡があ

る。この遺跡は中国電力の送電線建設工事にとも

なって1995年度に淀江町教育委員会によって発掘調

査が行われた．淀江平野の南部の沖積低地と属状地

の境界付近の現標高十4mの地点に存在する（図2）．

渡り上り遺跡の模式的な断面を図6に示す。縄文時

代早期末から縄文時代前期前葉の生活面と，この面

を下刻する旧河道が確認され，旧河道を埋める堆積

　　　　図8完新統泥層基底面局度分布
醐g。駄Contour　map　showing　the　base1eve1of　HoIocene

　　　muddy　sed1ments　m　the　Yodoe　P1am

　　Openc1rc1esdn11mgs1tes，5，10and20m1mes
　　present　topograph1c　contours

物中にも同時期の遺物が含まれる。生活面は扇状地

を構成する直径20－10cmの亜角礫を主体とする礫

層の上面で標高は十2．5一十3mである。旧河道堆積

物は最下部は中礫～粗粒砂からなる礫層でこれより

上位は有機質に富む泥層からなり，厚さ20cm以下

の礫層および砂層を挟む。また，旧河道堆積物中に

含まれる火山ガラスについて検討した結果，アカホ

ヤ火山灰に特徴的な褐色を帯びたバブル型の火山ガ

ラスが多量に含まれる層準が認められ，肉眼的には

火山灰層は認められないが，この層準がアカホヤ火

山灰降灰層準と認定することができる。なお，アカ

ホヤ火山灰の上下から出土した土器は縄文時代早期

末から縄文時代前期前葉に位置付けられるものであ

るが，山陰地域ではアカホヤ火山灰との関係が直接

明らかにされた例は少なく，縄文土器の編年に貴重

な資料といえる。山陰地域でアカホヤ火山灰と縄文

土器の関係が明らかになった例として，松江市の島

根大学構内遺跡がある．ここでは九州地方でアカホ

ヤ火山灰直上を特徴づける轟式系統の土器が山陰地

域においてもアカホヤ火山灰の直上から出土するこ

とが明らかになった（島根大学埋蔵文化財調査研究

センター編，1994），渡り上り遺跡では時問的，地

域的に島根大学構内遺跡以上に細かな検討が可能と

思われる、土器以外の遺物ではヤスの柄と考えられ

る棒状木製品や，タモ枠あるいは弓と考えられる弓

状木製品，約250点に及ぶ石錘など漁携に関わるも

のが多いことが特徴である。また，隠岐島原産の黒
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曜石が石器と未製品を含めて2000点以上出土した。

上述のようにアカホヤ火山灰降灰時には淀江潟は潟

湖の環境にあったと考えられ，この地点はその汀線

に近い位置にあたることから，渡り上り遺跡は淀江

潟を利用した漁携活動や交易の拠点だったと考えら

れる。また，渡り上り遺跡の北東約300mにほぼ同

時期の鮒が口遺跡があり，同時代の遺物が多量に出

土しているが，詳しい報告はなされていない。

考　　　　　察

地下地質断面と完新統泥層基底面局度分布

　淀江平野のボーリング資料から推定される地下地

質断面を図7に，完新統泥層基底面（以下茅泥層基

底面）高度分布を図8に示す．泥層基底面は同時問

面を示すものではないが，泥層堆積開始直前の地形

を反映しているといえる。

　泥層基底面は西側で深く，沖積低地の西縁では標

高一10m以深に達する．これは陸上の扇状地に連

続する埋没扇状地の地形面を反映していると考えら

れる。YB941の泥層基底局度は標高一5mで，周囲

に比べて高く，扇状地の傾斜に対応しない．泥層の

下位の礫層は貝化石片を多，く含み，フジツボが付着

した痕跡がある礫も含まれることから海浜礫層と考

えられ，図9に示すように北東から南西に伸びる礫

州の地形を示すものと考えられる。図7のA－A’断

面はこの礫州が上方へ発達して淀江潟の砂州の原形

となったという推定で描いている。砂州の内側の

ボーリングコアではアカホヤ火山灰の層準付近に貝

化石が含まれず，砂州上のYB952では含まれてお

り，両地点が砂州によって隔てられていた可能性を

示すものと考えられる。

淀江潟の環境変遷

　淀江平野で行った5本のボーリングと米子バイパ

ス建設工事にともなって建設省によって行われた

ボーリングについて検討した結果，淀江潟の堆積層

である泥層の最下部では内湾生の貝化石や有孔虫を

含むが，それより上位ではこれらは含まれず，標高

一2－Omに珪藻土層が挟まれることが明らかになっ

た。このことから，淀江潟の古環境を内湾の時代

（Stage1），潟湖の時代（Stage2），沼の時代（Stage3）の3

つのステージに分けることができる，前述のボーリ

ングを総合し，層相分布をもとに復元される各ス

テージの古地理を図9に示す。

　Stage1（内湾の時代）：最終氷期以降の海面上昇

によって湾が形成された．その湾口部は北東から南

西に礫州が発達し，淀江潟の原形が形成された．湾

赤木三郎。岩田文章
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　　　　　図9．古淀江潟の古地理変遷．
　　　　　　　矢印は砂州の発達方向を示す．

醐g。飢　Pa1eogeographエc　deve1opment　of　the　Yodoe

　　　Lagoon1）Embayment　stage　the　dawn　Jomon
　　　Age（about7，OOO　years　ago），2）Coasta11agoon

　　　stage，ear1y　to1ate　Jomon　Age（6，OOO　to3，000？

　　　years　ago），and　3）Swamp　stage　Yay01Age
　　　（around　2，000　years　ago）．

内は海水の交換がよく，内湾性の貝や有孔虫が生息

していた。YB941の泥層基底部の貝化石から得ら

れた年代（6，885±130yrsBP）は内湾から次の潟湖の環

境へ変化する直前を示すと考えられる邊

　Stage2（潟湖の時代）：砂州の発達によつて潟湖

へ変化した。Stage1では砂州は北東から南西方向に

発達したが，日野川三角州の前進にともなって南西



淀江平野の地下地質と淀江潟の復元

から北西方向へも砂州が発達したと考えられる。貝

化石が含まれないことから，潟湖は砂州の発達に

よって閉鎖的になり，海水の交換が悪い環境だった

と考えられる。潟湖堆積層の泥層にアカホヤ火山灰

（6，300yrsBP）が挟まれる。淀江平野南部の渡り上り

遺跡では上述のように遺物包含層中にアカホヤ火山

灰の降灰層準が挟まれ，縄文時代早期末から縄文時

代前期の土器とともに漁具が多く出土しており，淀

江潟が漁場あるいは港として利用されていたことう

かがわれる。

　Stage3（沼の時代）：潟湖が埋積されて水深が小

さくなり夕水生植物が繁る淡水の沼に変化した．そ

の後，さらに埋積され湿地となり，潟湖は消滅した。

この段階では港として使うことは不可能となったと

考えられる。この時期を直接示す証拠は得られてい

ないが、YB941の泥層基底部からアカホヤ火山灰

までの平均堆積速度（17mm／y）から，珪藻土層下底

の年代を求めると4，600年前となる。中海では7，OOO～

6，OOO年前の温暖期には2，500年則則後の冷涼期より

も堆積速度が3－4倍大きかったこと（三瓶ほか，

1996）などから考えて，淀江潟においても同様の堆

積速度の変化があったとすればこの年代はさらに若

くなる可能性があるが，少なくとも上淀廃寺が創建

された年代（1，300年前）とは大きくかけ離れてい

る．したがって，上淀廃寺の創建時にはすでに淀江

潟は沼地化していたと推察される。淀江潟に舟が入

れるような水路が開口していたとすると海水の流入

がおこるはずであるが，沼の環境を示す珪藻土層を

構成する珪藻はすべて淡水生種であることから沼地

への海水流入はなく，舟が入り得る水路は存在しな

かったと考えられる。

まとめと今後の課題

　・淀江潟は後氷期の海面上昇期に形成されヲ形成

直後は海水の交換がよい環境だった。アカホヤ火山

灰が降灰した6，300yrs　BPには閉鎖的な環境の潟湖

として存在し，当時の汀線付近に立地する渡り上り

遺跡からは多量の漁具が出土している。その後，淀

江潟は埋積され，淡水の沼地となって消滅した。上

淀廃寺の創建時には海とつながっていた淀江潟はす

でになく，沼沢地となっていたはずであり，こ才しま

でに描かれてきたような港としては機能していな

かったと考えられる。ただし，沼沢地から流れ出る

河川（宇田川）の河口部を港として利用することは

可能だったかもしれない。

。潟湖とその周辺での文化成立の関係はヲ特に潟湖

が多く点在する日本海沿岸地域に共通した課題であ
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る。その典型例である淀江潟と上淀廃寺の関係を明

らかにするためには珪藻土層の年代が重要である、

今回は泥層の堆積速度が一定と仮定して年代を推定

したが，珪藻土層そのものの年代を測定することが

必要である。また，これから淀江低地で遺跡調査が

行われる際に遺跡堆積層の堆積環境を明らかにし，

時代ごとの古地理の面的な情報の蓄積が淀江潟と上

淀廃寺の関係を明らかにすることにつながると思わ

れる。
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